
市　報　に い が た （2）平成12年２月６日第　　　号1719

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

ひとりでできるリハビリ体操講座
日時 ２月22日午後１時45分～３時
会場 総合福祉会館
対象 身体障害者手帳を持っている人先
着15人
申し込み 障害福祉課（�内線2622）へ

県高齢者総合相談センタ－
相談電話番号 �285-4165
�お年寄りのよろず相談
日時 毎週月曜～金曜日午前９時～午後
５時（祝日除く）
�専門相談

種　類 相談日

２／７・14・21・28

２／８・22

２／10・17・24

２／16

時　間

午後１時半～４時

午前10時～正午

午前10時～午後４時

午後１時半～３時半

法　律

住　居

健康・介護

痴ほう

無料電話相談会

司法書士と社会福祉士によるシルバー110番
日時 ３月18日午前10時～午後４時
内容 障害者の相続、遺言、贈与、ほか
相談電話番号 �229-1101
問い合わせ 同事務局（�228-1589）へ

精神障害者通所作業所

あどばんす２０００年フェア
日時 ２月12日～14日午前10時～午後
３時（12日は正午から）
会場 東北電力グリーンプラザ
内容 手作りクッキーやケーキなどの試
食、工房作品の展示・販売
問い合わせ あどばんす（�265-5900）へ

住 宅 建 築 相 談
日時 ２月８・22日午前９時～午後４時
会場 市役所第１分館501会議室
内容 新・増・改築プランのアドバイ
ス、耐震診断補助制度、ほか
問い合わせ 建築指導課（�内線3060）へ

住 ま い の 無 料 相 談
日時 ２月15日午前10時～午後３時
会場 建築国保会館（川岸町3）
内容 新・増・改築、住宅資金、ほか
問い合わせ 新潟地域住宅相談協議会
（�266-6650）へ

アレルギーの克服に向けて
日時 ２月20日午後１時半～４時
会場 新潟ユニゾンプラザ
内容 講演会（花粉症、気管支ぜんそく、
アトピー性皮膚炎について）、医療相談
問い合わせ 新潟アレルギー研究会・月岡
（�234-1666）へ

ひとり親家庭交流会
日時 ２月19日午後２時～４時
会場 総合福祉会館
定員 先着30人　※保育あり
申し込み 市母子福祉連合会（�243-
4380）へ

有 明 児 童 セ ン タ ー
問い合わせ 同センター（�267-7311）へ
�紙ひこーきとばし大会
日時 ２月12日午前10時から
�バックギャモン大会
日時 ２月12日午後２時から
�ぷよぷよ大会ＤＸ
日時 ２月19日午後２時から
�つくってあそぼう～スライムをつくろう
日時 ２月26日午後２時から
参加費 100円

海洋深層水利活用情報交換会
日時 ２月15日午後１時半～５時
会場 メルパルク新潟
定員 先着50人　参加費 2,000円
申し込み 県水産海洋研究所（�261-
2041）へ

にいがた森林の仲間の会 講演会
日時 ２月12日午後２時～３時半
会場 万代シルバーホテル
テーマ 縄文人と森
問い合わせ 同事務局（石油の世界館内
�0250-22-1400）へ

音楽療法ってなあに～パート２
日時 ２月18日午後１時半～３時半
会場 中央公民館　参加費　300円
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 21世紀のシルバープラン
を創る会（�223-4680）へ

司法書士による無料相談会
日時 ２月17日午後１時～５時
会場 市民相談室（市役所第１分館１階）
内容 登記、供託などの手続き、ほか
申し込み 県司法書士会（�285-2200）
へ　※予約制

Ｑ

介
護
保
険
か
ら
在
宅
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
制
限

が
あ
る
の
で
す
か
？

Ａ
　
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
サ

ー
ビ
ス
ご
と
に
利
用
で
き
る
上

限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
は
、
訪

問
介
護
や
通
所
介
護
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
ま
と
め
て
、
１
カ
月

単
位
で
要
介
護
度
ご
と
に
利
用

で
き
る
上
限
が
あ
り
ま
す
＝
表

１
＝
。
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
は
、

６
カ
月
単
位
で
、
要
介
護
度
ご

と
に
利
用
で
き
る
日
数
に
上
限

市
で
は
、
４
月
か
ら
下
水
道

使
用
料
を
改
定
し
ま
す
＝
表
＝
。

下
水
道
使
用
料
の
改
定
は
、

３
年
ご
と
に
行
っ
て
お
り
、
今

回
の
改
定
は
、
経
済
状
況
の
厳

し
さ
な
ど
を
考
慮
し
、
１
年
見

合
わ
せ
て
い
た
も
の
を
実
施
す

る
も
の
で
す
。

下
水
道
は
、
大
雨
に
よ
る
浸

水
を
防
除
し
、
河
川
や
湖
沼
の

水
質
を
保
全
す
る
な
ど
、
清
潔

で
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る

た
め
の
大
切
な
都
市
基
盤
で
す
。

市
で
は
、
下
水
道
事
業
を
最

重
点
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

年
平
均
３
％
の
普
及
率
向
上
を

目
指
し
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

全
国
平
均
の
伸
び
を
上
回
る

学
生
の
皆
さ
ん
に
、
新
潟
の

産
業
の
実
態
を
認
識
し
地
域
産

業
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
産
業
活
性

化
学
生
会
議
」
が
１
月
18
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
議
で
は
、
特
別
講
演
の

ほ
か
、
「
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ

る
産
業
・
新
潟
に
合
っ
た
産
業
」

を
テ
ー
マ
に
、
新
潟
大
学
や
新

潟
国
際
情
報
大
学
な
ど
か
ら
８

組
の
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
、
産

業
活
性
化
へ
向
け
た
提
言
発
表

会
を
行
い
ま
し
た
。

発
表
会
で
は
、
余
剰
米
を
生

か
し
た
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店

の
展
開
や
、
世
界
の
映
画
フ
ィ

ル
ム
を
保
存
す
る
フ
ィ
ル
ム
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
映
像
文
化
の

拠
点
都
市
を
目
指
す
な
ど
、
学

生
ら
し
い
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

提
言
に
対
し
て
、
会
場
聴
衆

者
の
投
票
と
審
査
委
員
５
人
に

よ
る
選
考
が
行
わ
れ
、
最
優
秀

賞
に
は
、
祭
り
日
本
一
ウ
ィ
ー

ク
の
創
設
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観

光
都
市
な
ど
を
例
に
挙
げ
、
観

光
産
業
を
起
爆
剤
と
し
た
地
域

経
済
の
活
性
化
を
提
言
し
た
ア

ッ
プ
ル
外
語
観
光
カ
レ
ッ
ジ
の

グ
ル
ー
プ
「
卒
業
研
究
の
集
ま

り
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
受
賞
グ
ル
ー
プ
は

次
の
通
り
で
す
。

▽
優
秀
賞
　
新
潟
大
学
「
メ
デ

ィ
ア
研
究
会
99
」
、
新
潟
国
際

情
報
大
学
「
宗
沢
ゼ
ミ
・
正
田

ゼ
ミ
」
▽
奨
励
賞
　
新
潟
ビ
ジ

ネ
ス
専
門
学
校
「
米
（
ベ
エ
）」、

国
際
福
祉
医
療
カ
レ
ッ
ジ
「
９

班
ｄ
ｅ

Ｄ
ｏ
」

問
い
合
わ
せ

産
業
企
画
課

（
�
内
線
２
５
１
７
）
へ

速
さ
で
下
水
道
処
理
区
域
を
拡

大
＝
グ
ラ
フ
＝
。
本
年
度
末
に

は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
な
ど

を
含
め
る
と
下
水
道
普
及
率
は

約
65
％
を
超
え
、
約
32
万
人
の

市
民
が
下
水
道
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

下
水
処
理
場
、
ポ
ン
プ
場
、

下
水
道
管
な
ど
の
施
設
を
整
備

し
て
い
く
に
は
、
多
く
の
資
金

と
長
い
年
月
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
施
設
の
運
転
・
補
修
、
汚

泥
処
理
な
ど
、
下
水
道
事
業
を

運
営
し
て
い
く
た
め
に
も
多
額

の
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
必
要
な
経
費

の
う
ち
、
雨
水
を
処
理
す
る
経

費
は
市
が
負
担
し
て
お
り
、
家

庭
な
ど
か
ら
流
さ
れ
る
汚
水
を

き
れ
い
に
す
る
経
費
は
「
下
水

道
使
用
料
」
と
し
て
、
使
用
し

て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
負
担
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
下
水
道
施
設
建
設

工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
、
ポ
ン
プ

場
無
人
化
な
ど
に
よ
る
人
件
費

削
減
、
施
設
の
効
率
的
な
維
持

管
理
に
よ
る
管
理
経
費
の
抑
制

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
厳
し
い
経
済
情
勢

の
影
響
や
節
水
意
識
の
高
ま
り

な
ど
に
よ
り
、
水
の
使
用
量
が

大
き
く
落
ち
込
み
、
下
水
道
使

用
料
の
収
入
が
伸
び
悩
ん
で
い

ま
す
。

現
行
の
使
用
料
の
ま
ま
で
は
、

平
成
12
年
度
か
ら
14
年
度
の
３

年
間
で
約
40
億
円
の
収
入
不
足

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

回
、
改
定
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

市
で
は
こ
れ
か
ら
も
一
層
の

経
費
節
減
に
努
め
、
効
率
的
な

経
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
使

用
料
の
改
定
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市
で
は
、
公
道
へ
の
下
水
道

本
管
の
整
備
が
完
了
す
る
と
、

そ
の
区
域
を
処
理
開
始
区
域
と

し
て
公
示
し
、
公
示
し
た
処
理

開
始
日
か
ら
３
カ
月
経
過
後
の

汚
水
排
出
分
か
ら
、
下
水
道
使

用
料
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
処
理
開
始
の
公
示
前

に
特
例
許
可
を
受
け
て
水
洗
化

工
事
を
し
た
場
合
は
、
使
用
開

始
日
か
ら
使
用
料
を
徴
収
し
て

き
ま
し
た
。

４
月
１
日
以
降
の
使
用
開
始

分
か
ら
は
、
特
例
許
可
を
受
け

て
水
洗
化
工
事
を
し
た
場
合
、

下
水
道
使
用
料
を
徴
収
す
る
の

は
、
使
用
開
始
日
か
ら
３
カ
月

経
過
後
の
汚
水
排
出
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
業
務
課

（
�
内
線
２
９
７
４
）
へ

が
あ
り
ま
す
＝
表
２
＝
。

訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
や
短
期

入
所
サ
ー
ビ
ス
と
は
別
個
に
、

要
介
護
度
に
関
係
な
く
、
福
祉

用
具
購
入
費
に
は
１
年
単
位
で

10
万
円
、
住
宅
改
修
費
に
は
20

万
円
の
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
上
限
の
範
囲
内

で
各
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場

合
、
利
用
者
は
費
用
の
１
割
を

負
担
し
、
介
護
保
険
か
ら
残
り

の
９
割
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
上

限
を
超
え
た
場
合
は
、
超
え
た

分
の
費
用
の
全
額
を
利
用
者
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

要
介
護
認
定
は
、
原
則
と
し

て
６
カ
月
ご
と
に
更
新
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
更
新
前
に
利
用

し
た
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
実

績
が
上
限
額
の
６
割
に
満
た
な

い
場
合
、
更
新
後
は
短
期
入
所

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
日
数
を
、
要

支
援
の
人
は
２
週
間
、
要
介
護

１
と
２
の
人
は
４
週
間
、
要

介
護
３
と
４
の
人
は
６
週
間
、

要
介
護
５
の
人
は
９
週
間
ま

で
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課

（
�
内
線
２
７
７
３
）
へ

そ
の
36
�

きかせて？介護保険

分
を
責
め
る
、
死
に
た
い
気
持

ち
に
な
る
な
ど
の
場
合
に
、
う

つ
病
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
の
治
療
で
、

う
ま
く
治
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
精
神

科
に
か
か
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

最
近
で
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
と
い

う
副
作
用
の
軽
い
薬
も
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
精
神

科
に
受
診
す
る
こ
と
に
抵
抗
を

感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

苦
し
い
思
い
を
し
て
悩
む
の
で

は
な
く
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

（
市
医
師
会
）

常
が
な
く
、
気
分
の
落
ち
込
み

が
続
い
て
い
る
、
何
を
し
て
も

面
白
く
な
い
、
食
欲
が
落
ち
て

眠
れ
な
い
、
気
力
が
な
い
、
自

う
つ
病
に
対
し
て
多
く
の
人

は
、
特
別
な
怖
い
病
気
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
決
し
て
珍
し
い
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
軽
い
も

の
も
入
れ
れ
ば
、
女
性
は
一
生

の
う
ち
約
２
割
か
３
割
ぐ
ら
い

の
人
が
、
う
つ
病
に
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
男
性
は
そ

の
約
半
分
で
す
。

慢
性
化
し
た
り
重
症
に
な
る

こ
と
も
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん

が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
適
切

な
治
療
で
治
り
ま
す
。

体
調
が
悪
い
が
検
査
で
は
異

うつ病の治療

訪問通所サービスの利用限度額表１
サービスの種類

訪問介護、訪問入浴介護、

訪問看護、訪問リハビリ

テーション、通所介護、

通所リハビリテーショ

ン、福祉用具の貸与

要介護度 利用上限（限度）額

要 支 援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

61,500円／月

165,800円／月

194,800円／月

267,500円／月

306,000円／月

358,300円／月

短期入所サービスの利用限度日数表２

要 支 援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

短期入所生活介護

短期入所療養介護

７日間（1週間）／6カ月

14日間（２週間）／6カ月

21日間（３週間）／6カ月

42日間（６週間）／6カ月

利用上限（限度）額要介護度サービスの種類

公衆浴場汚水（１�につき）

一
般
汚
水

超過料金

（１�につき）

基本料金 ０～10�

11～30�

31～100�

101～500�

501�～

830円

110円

133円

172円

219円

10円

1,030円

137円

165円

213円

272円

12円

料 金 区 分 旧料金 新料金

下水道使用料　新・旧比較表（１カ月分） ※消費税別

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
額

献血バス「ゆうあい号」

※受付時間は県赤十字血液センター（�230-1702）へ

２・８

２・９

２・10

２・13

２・18

新潟綜合警備保障�
新潟工科専門学校（医療福祉工学部）

県土地改良事業団体連合会
中央卸売市場
BSN新潟放送

県立新潟テクノスクール

�オリス
新潟高校全面改築体育館棟新築工事所

イトーヨーカドー新潟木戸店

市水道局東営業所

午前９時～10時半
午後０時20分～４時半
午前９時10分～10時半
午後０時半～２時
午後３時～４時半
午前９時～午後０時15分
午後１時15分～３時半
午前９時～正午
午後２時～４時
午前10時～11時半
午後０時半～４時
午後３時～４時半

（（ 小 金 町小 金 町 ））
（長潟１）
（長 　 潟 ）
（上所３）
（川岸町３）

（鐙西１）

（鳥屋野）
（関屋下川原町２）

（下木戸１）

（紫竹山１）

月　日

午前10時～午後１時
午後２時～５時半
午前10時～午後５時半

会　　　　　　場 時　　　間

献血ルーム（全血・成分献血）
東堀（東堀パーク600、２階）第２・４火曜除く毎日　　　
ばんだい（万代シネモールビル２階）毎週水曜除く毎日

下水道建設費および普及率の推移


